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修士設計要旨03/03
高知新港の景観計画とデザイン

b.) 大阪方面一般車駐車場＆東京方面物流の駐車場
　大阪方面の一般車、送迎車、また、東京方面の貨物との分離は
芝によって行い、基本的にフェリー用の駐車場として平坦な平場
にした。
■ボーディングブリッジについて
　それぞれの駐車場からターミナルへと接続するための役割を持
ち、また堤外地からの散策路としての役割も兼ねる。

港湾計画図 提案のダイアグラム

5. 港湾計画への提案
　以上のような計画、デザインについて、港湾計画に提案する事項をまとめたものを以下に示す。

　以上が、本修士設計の配置計画、動線計画など土地利用のレイアウトをまとめたものである。
これを港湾計画図に書き直したものが以下のダイアグラムになる。
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交流拠点用地をセットフォアードする

千松公園からの松林を連続させる

緩やかな傾斜地を活かした交流施設

階段状に分節された駐車場

新港の入り口は
防潮堤を乗り越え峠を下るような感覚でアクセスする

ボーディングブリッジを散策路と位置づけ
交流拠点用地側までデッキとして延長して交流を広げる

エプロンの背後地は港湾緑地を配して、物流の動線を隠し
お出迎えの設えを演出する

堤外地からのアクセスを容易にする
現在工事中の三里北第一緑地との連結を図る

緩衝緑地帯として搭乗のメリハリをつける

人のための場所と物のための場所を明確に分ける

この案のポイント
■交流拠点と臨海緑地、海浜が一体となっている。
■エプロンの後背地が港湾緑地になっており、
　ターミナルや交流施設との繋がりが強く、
　観光客を出迎えるのにふさわしい空間を創っている。
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4-3. 物流機能の確保
　港湾計画では、エプロン幅50mは余裕を持って見積もっている。
物流の荷捌きの実用部分を考えるとエプロン幅は図中の　のゾーンで
済むと考えられる。
　この余ったエプロン部分をシャーシ置き場に活用する。

a.) 東京方面一般車駐車場
　すり鉢状の敷地は、フェリーの待ち時間を駐車場で過ごし
たくないよう閉塞感を持たせ、もっと魅力的な空間（ターミ
ナルや交流施設）の中で有意義に過ごしてもらうことを狙っ
ている。
　沿道の回転半径を40km/h程度で確保するためにすり鉢は直
径120mで成り立っている。またすり鉢内部のハイパースケ
ールな空間を階段状にすることで空間を分節した。
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